
 

 

日瑞文化協会 やまと とは 

 

「共に文化の橋を架けよう！素晴らしい体験をしよう！世界中を

大きな和で結ぼう！」    これはやまとという、漢字では「大きな和」を意味

する、ユニークな当協会の目標であると同時に核心でもあります。 

日本・スイス国交樹立１５０周年という記念すべき年に創立された、日瑞文化協会 

やまとは異文化間のダイアログと協働のための理想的な場を提供する協会です。異

なる文化背景を持つ人々が手を携えてあたるこの協働というものは、当協会で特に

奨励されています。というのは、共に働く過程で、持続的で深いレベルでの交流が

でき、数え切れないほどの共通体験というものにも繋がっていくからです。正にそ

のいっしょに体験するということがカギであり、共通の体験を通して初めて相互理

解が生まれ、友情も育まれるのです。ですからそういう面で、やまとは、同じ国出

身の人々やその家族が中心になって情報交換をしたり、時には大きなパーティを開

いたりして、遠い祖国を懐かしがる「何々国クラブ」とは質的にまったく異なる団

体です。 

やまとの会員資格や活動に国境はありません。どの国籍の人でも参加できますし、

日本やスイスの文化に限らず、どこの文化でも活動の対称になります。ということ

は、やまとは、当地在住の日本人がここの生活に馴染めるようにお手伝いするだけ

でなく、あらゆる文化背景の人々が平和に共存できるように支援する目的も持つと

いうことです。やまとには、お互いに学び合い、支え合い、分かち合いたいという

意思を持った人たちが集っています。しかも、文化関連プロジェクトが活動の中心

になっていますが、これは何といっても「文化」というものが、人間の人間たる所

以だからです。 

そういうわけですから、やまとは、いわば異文化間に橋を架けようとする大工さん

の集まりといったところでしょうか。それも、できればすべての人々に、真の意味

で、今現在自分のいる場所がふるさとであり、周囲の人々も自分もひとつの共同体

なのだということを、今、この場で、しみじみ感じていただきたいという願いを持

った人たちです。そういう実感こそが真に大きな和、いわゆる大きなハーモニーの

礎なのですから。 

もしかしたらあなたも、やまととうまく調和する新しい「和音」の一人なのではあ

りませんか？ 
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